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（山田幸代／撮影） 

1. 第 34回研究大会報告 

去る 6月 11 日（土）と 12 日（日）、大妻女子大学にて日本ジェイムズ・ジ

ョイス協会第 34 回研究大会が開催されました。今年は『ユリシーズ』刊行 100

周年の記念すべき年であったため、特別企画を含む 2 日間開催となりました。 

11日（土）は通常の研究大会の体裁で、4名の会員による研究発表ののち、

田村章氏企画のシンポジウム「『ユリシーズ』批評を探る――アイルランド史

とインターテクスチュアリティ」が行なわれました。 

12日（日）は『ユリシーズ』刊行 100周年特別企画として、非会員の聴衆を

多数迎え、1 名の会員による研究発表ののち、結城英雄前会長による講演「日

本ジェイムズ・ジョイス協会設立と『ユリシーズ』受容」、さらにジョイスを

専門としない 2名の非会員による研究発表、最後に作家円城塔氏を招いて座談

会「『ユリシーズ』は現代小説をどう変えた！？」を行いました。 

また、11日（土）昼休み前には、アイルランド大使にお越しいただき、日本

のジョイス研究者にご挨拶を頂き、その後、大使のご厚意により許可を得て、

Alan Gilsenan 監督の映像作品「Ulysses|Film」が上映されました。同作は 12

日（日）の昼休みにも上映されました。 
 

https://www.joyce-society-japan.com/
https://www.joyce-society-japan.com/
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両日を通じ、『ユリシーズ』研究の過去と現在、日本ジェイムズ・ジョイス協会の来歴、そして『ユリシーズ』

が現代の文学シーンに占める位置づけと今後の展望にいたるまでの幅広いテーマをカバーし、刊行 100周年にふ

さわしい充実した研究大会となりました。会の企画・準備・運営に携わってくださった事務局員および運営委員

の皆様、ご登壇くださった会員・非会員・ゲスト講師の皆様、また聴衆として大会を盛り上げてくださった会員・

非会員参加者の皆様にはお礼申し上げます。 

 

 

2. 新常任委員紹介 

 

6月 11日の総会で承認された新常任委員は以下の 9名です。 

 

金井嘉彦、河原真也、吉川信、下楠昌哉、須川いずみ、田多良俊樹、道木一弘、桃尾美佳、横内一雄 

 

会長は引き続き吉川信先生にお務めいただきます。事務局長は道木先生から横内に、会計は河原先生から田多

良先生に変更となります。事務局員には山田幸代先生、南谷奉良先生、小林広直先生、会計監査には小田井勝彦

先生と田中恵理先生に引き続きお務めいただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 

3. 第35回研究大会日程と会場 

 

2023年度の第 35回研究大会は以下の日程と会場を予定しています。基本的には対面開催を見込んでいますが、

懇親会の有無を含め、詳細は次号ニュースレターでお知らせいたします。 

 

日時：2023年 6月 10日（土） 

会場：関西学院大学（兵庫県西宮市） 

 

 

4. 第35回研究大会発表者募集のお知らせ 

 

上記第 35回研究大会への研究発表を募集します。発表を希望される会員は、発表要旨を 800字程度にまとめ、

事務局まで E メールの添付ファイル（ワード文書）でお送りください。応募の締め切りは 12 月末です。発表時

間は 20 分、質疑応答は 10 分を予定しています。送っていただいた発表要旨は、2023 年 1 月に開かれる常任委

員会での査読を経て、採用が決定されます（司会もこの常任委員会で確定します）。 

要旨査読通過者は、5月中に司会者宛てに発表原稿を送ってください。なお、応募された方への査読結果等は追

ってご連絡差し上げます。 



日本ジェイムズ・ジョイス協会 2022 年ニューズレター秋号 2022 年 10 月 1 日 

 

Newsletter October 2022 3 

 

5. Joycean Japan第34号 

 

Joycean Japan第 34号への論文投稿を募集します。投稿の締切は 11月末日となっています。論文投稿規程は

以下となります。 

 

論文投稿規定 

1. 投稿資格は、会費を納入している会員が有する。投稿論文は未発表のものに限る。 

  

2. 字数・書式についてはつぎのように定める。日本語の場合、16,000 字以内（タイトル・図版・註・参

考文献などを含む）。英語の場合、6,000語以内（タイトル・図版・註・参考文献などを含む）。日本ジェ

イムズ・ジョイス協会のホームページに掲げる、指定のフォーマットを使用し、15ページ以内とすること。 

  

3. 日本語原稿の場合も英語原稿の場合も、半角で 2,400 ストローク以内の英文サマリーを添付のこと。

註や参考文献の書式は、MLA Handbookの最新版に基づくことを原則とする。 

  

4. 11月末日までに、事務局に送付すること。Eメールによるファイル添付送信が望ましい。印字原稿を

郵送する場合（当日消印有効）も、採用された論文については、後日デジタル情報の提出が求められる。 

  

5. 著者校正は再校までとする。 

 

 

6. 共催イベント報告 

 

協会ホームページでもご案内しているように、本協会が共催する 2月 2日から始まった『ユリシーズ』出版 100

周年特別企画：2022 年×全 22 回のオンライン・イベント「22Ulysses――ジェイムズ・ジョイス『ユリシーズ』

への招待」が、月 2 回のペースで好評展開中です。一般の初読者を主たるターゲットにしながらも、各回の講師

を務める先生方のご尽力により、きわめて高レベルの議論が展開され、毎回 200 名近い参加者を数えています。

10 月からはいよいよ『ユリシーズ』第 3 部に入り、12 月の大詰めに向けていっそうの盛り上がりを見せようと

しています。詳細は協会ホームページ、もしくはツイッターで「#22Ulysses」をご参照ください。 
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会費は協会の口座へのお振込みをお願い致します。  

振込用紙をご利用の場合は、郵便局や金融機関に備え付けの用紙をお使い下さい。恐れ入りますが、お振り込みの

手数料は会員の皆様にご負担頂いております。ゆうちょ以外の銀行からのお振込みの場合、振込先が異なりますので

ご注意下さい。 

一般会員・・・5000円 学生会員・・・3500円

7. 会費のお振込みについて 

1. ゆうちょ銀行からのお振込みの場合 

 

 名義 日本ジェイムズ・ジョイス協会  

 口座番号（記号）10430  

 番号 1854541 

2.  ゆうちょ以外の銀行からのお振込みの場合 

  

名義 日本ジェイムズ・ジョイス協会  

 銀行名：ゆうちょ銀行 

 金融機関コード：9900 店番号：048 

 預金種目：普通  

 店名：〇四八店（ゼロヨンハチ店） 

 口座番号：0185454 


